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地球温暖化の原因となる二酸化炭素を出す量に応
じて税金をかける制度。二酸化炭素排出の原因にな
っている石炭・石油・天然ガスなどの化石燃料に税
金をかけることによって、その使用量を抑え、二酸
化炭素の排出量を減らそうというものです。別名炭
素税とも呼ばれ、現在導入に向け議論されています。 
集められた税金は、低公害車を買う際の補助金や
自然エネルギー活用の補助、森林の整備などに使わ
れる予定です。 

詳しくは、環境課（内線254）へどうぞ。 

 
振鈴…早朝雲水の覚醒を促す鈴の音が七堂伽藍に鳴
り響き、一日が始まる。 
洗面…洗面の作法は、日本にはなく中国より伝えら
れた。汚れたから洗うのではなく、自らを清めるこ
とによって、ほかをも清め、世界中を清めていく行
為である。 
暁天座禅…就寝していた場所が座禅の場となる。「起
きて半畳、寝て一畳」である。 
勤行…寺院内に響き渡る大木魚と雲水の読経の声。 
弁食…食事の作法や食事を整える者の心構えが修行
となる。 
僧食九拝…食事を整えた者が、雲水の食事を前に　9　
回お拝をして送り出す。 
行鉢…命懸けで整えた食事を、命懸けでいただく。 
日天作務…座禅とともに、禅寺の特徴に作務がある。
無心にちりを払う行為は、ほかを清浄にし、自らも
清浄にする。手段ではなく、行為が目的であり結果
である。 
夜座…一日の終わりは座禅、動から静へと緩やかに
時が流れてく。「今日一日の無事を感謝」 
大本山の雲水の修行の一日を見ていると、言葉では
軽々しくいえない重さが感じられます。茶の湯の世
界で長年接してきましたが、これだけの思いでやっ
ていたかと・・、反省させられます。まさに「茶禅
一味」の心に少しでも近づきたいものです。 
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